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は “another species of leprosy” としている。
　ガイアナ，広くはカリブ海地域のハンセン病は，
植 民 地 時 代 の 19 世 紀 に，Royal College of 
Physicians of London（1867）2-1-9 や Milroy（1873）
2-1-10，Hillis（1881）2-1-11 や Tebb（1893）2-1-12，







あ る（Neal 19002-1-15，Moulton 19012-1-16，Araujo 
19242-1-17，Rose 19292-1-18，Rose 19312-1-19，Rose 
19332-1-20，Muir 19422-1-21，Nicholas 19552-1-22，Rose 











  ？  デメララ川上流，現在のハイドパーク辺りに
収容所（Neal 1900）。
1850 年頃　ジョージタウンに収容施設二つ。
1858 年　マハイカ Mahaica クリーク河口近くに
居留地開設。元兵舎を利用。ジョージタウン
の施設の病者を移す。General Leper Asylum
と 呼 ば れ た。 建 物 配 置 図 は Neal（1900），






には “proceeded to India” という表現がある。
また Rose（1933）では，1907 年から 1931 年
にかけて 185 人が帰されたことになっている。
ただし無事に帰れたか定かでない。



















of the Immaculate Conception）のシスターが
マハイカの入所者のケアにあたる。その後













パームズにある Leprosy Control Clinic で治療を受





















































t y inas ik i， t r e fus ik i，kordia，kohi， l epra，
melaatsheid，Sar’at，ziekte van Hansen と，17 も
の言い方を挙げている。また Wilner（2007）2-2-2
は ス ラ ナ ン 語 で ハ ン セ ン 病 は bwasi，gwasi，
kokobe というとしている。最初の二つ boasie ない
し bwasi と gwasie ないし gwasi は同系統の語であ
ろう。前者について，ガーナの Boasi という町の
名に由来するという説（Menke et al 2019）もある
が，コンゴ語の bwási や wâzi や bwazi，あるいは
コンゴ語の一つ（Ki)Ntandu 語の wáasi，さらに遡っ
て原バントゥー Proto-Bantu 語の *-badi に由来す
るだろうとする言語学者（Smith 20152-2-3）の説の
ほうが説得力がある。kokobe はガイアナの項で述







（Menke et al 2019）。そのほか siki で終わる語が多
いが，siki は「病気」を意味する英語の sick ない
し オ ラ ン ダ 語 の ziek に 由 来 す る 語。 そ し て，
dyusiki（yu-siekie と綴られたこともあったようで
ある。Snelders 2017 参照）の dyu はユダヤ人（jew）
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（datra） に み て も ら う datra siki―Gado siki
（Godʼs illness）ともいう―と，bonu という霊術








ろう。fatusiki の fatu は肥えた（英語の fat）の意で，
おそらくは「皮膚の盛り上がる病気」の意だろう。
また mangrisiki の mangri は痩せ細った，骨ばっ
たという意で，おそらくはそうした状態を示す病
気の意だろう。ポルトガル語の magro（痩せた）
に由来するかもしれない。tyinasiki は tyina の病気，
trefusiki は trefu の 病 気 と い う 意 味 で，tyina と
trefu については後で触れる。kordia と kohi はヒ
ンドゥスターニー語に由来する語。melaatsheid は
オランダ語である。ジャワで，ハンセン病は古ジャ
ワ語で wud.ug，今日のジャワ語で bud.ug（bodok や
buduk とも表記する），あるいはインドの言葉を借


















え ば，Schilling 17712-2-6, Stedman 19882-2-7, Kühn 
18282-2-8, van Hasselaar 18352-2-9, Drognat-Landré 
18692-2-10, Lens 18952-2-11，Araujo 19242-1-17，など）と，
20 世紀 21 世紀に入りそれらを駆使した論考
（Cohen 19912-2-12，Ten Hove 20032-2-13，Menke et al 
20072-2-14，Menke et al 20092-2-15，Menke et al 
20102-2-16，Menke et al 20112-2-17，Snelders 20132-2-18，
Menke 20152-2-19，Jagdew & Vernooji 20172-2-20，
Vernooji 20172-2-21，Snelders 20172-2-4，Snelders et al 





























1823 年　コッペンナム Coppename 川の河口近く
の旧大規模農園の敷地 *2-2）にバタビア Batavia
居留地開設。建物配置図は Lens（1895），ま
た配置の概念図は Menke et al（2020）参照。





























































































　ハンセン病はかつてフランス語で mal rouge de 
Cayenne（カイエンヌの赤い病気）と呼ばれ，象
病（éléphantiasis）と同じか否か論じられたこと















論考がわずかで（Kermorgant 19052-3-3, Jeanselme 






























ニ ー 聖 ヨ ゼ フ 修 道 女 会（Saint Joseph de 




置 図 は Jeanselme & Tissier（1908），Araujo


















明 だ が，1950 年 頃 に 閉 鎖 か。1910 年 の







































（tyina の病気）と trefusiki（trefu の病気）を挙げ
たが，前者の tyina はタブーや禁止という意味で

















































































―社会情報系― 社会情報学研究  29  2020
75% いることを示している。
　現在も treef に対する信仰は根強いようである。
Menke et al（2019）2-2-1 は，スリナムでハンセン




















19853-1-7，Handler & Jacoby 19933-1-8，Kiple & 
Ornelas 19963-1-9，Handler 20003-1-10，Bilby & 







模農園には病者を収容する sick house ないし hot 


































































働いた Charles Landré とその息子 Charles Louis 
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いるが，その解釈は困難である。なお同病治癒者





　 先 に も 述 べ た よ う に， ガ イ ア ナ の Leprosy 








―上述の van Haaren et al（2017）を含めると三
つ―あった。一つは一般の人を対象としたもの，
もう一つは医療従事者を対象としたものである。





















　この Cook の調査から 20 年後の 2000 年に，ア
ンケートを用いて医療従事者（看護学生 55 名，
看護師 72 名，医師 16 名，そして事務員など非医
療職員 42 名）における同病の知識や態度を調べ



















































るアカン語（Yankah 20097-2）では yare kokoo（yare
は病気，kokoo は赤い），ベナンで用いられるフォ
ン語（Guedou 19857-3）では àzòn-vɔ̀（àzòn は病気，
vɔ̀ は赤い），ニジェールで用いられるソンガイ・
ジャルマ語（Jaffré 19997-4）では doori ciro（door
は病気，ciro は赤い），シエラレオネで用いられ
る リ ン バ 語（Opala & Boillot 19967-5） で は
ntonang kipotheh（ntonang は病気，kipotheh は赤
い）という。またマリからコートジボアール北
部にかけて用いられるセヌフォ語（Sindzingre & 




セン病は jiray taray というが，婉曲に，doori ciro









*2-4 ）たとえば Guérin（1886）7-8 参照。












































onwu ma obu onwu ojoo）に分け，最後のものの
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子 ど も の 死 そ し て 妊 婦 の 出 産 時 の 死
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Leprosy-affected persons in the Three Guianas:
A literature review
YOSHIFUMI WAKABAYASHI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
I carried out a literature review as to how leprosy has been viewed and how the leprosy-affected 
persons have been dealt with in the Three Guianas. It is found out that the literature concerned 
are very scarce. So it is considered that the basic psychosocial research and health education 
research targeting the affected persons, their families, and medical and health care workers 
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